
　標記につきまして、令和６年度の執行状況及び実施内容を、下記のとおり報告します。

報償費 旅費 消耗需用費 維持需用費 役務費 委託料
使用料及び
賃借料

備品購入費
負担金、
補助及び
交付金

その他 合計

年間
執行額

¥66,000 ¥42,860 ¥673,509 ¥62,287 ¥53,080 ¥86,040 ¥983,776

事業番号 成果

1 ○

2 ○

3 ○

4 ◎

5 ◎

6 ○

7 ◎

3-(1)

２-(1)

3-(1)

１-(2)

地域の信頼に応える学校

授業力UPにつなげる

地域の信頼に応える学校
(地域連携)

国際交流の機会の充実

地域の信頼に応える学
校(広報)

浴衣クリーニング代・茶筅
　本校へ研修としてやってくる姉妹校の生徒と日本文化について、体
験・学ぶことをとおし、本校の生徒にとって国際交流の機会が充実し、
交流の重要性についてより深く理解することができた

広報活動（パンフレット作成・オープンスクール保険料・郵送）　等
　志願者数の確保が難しい中、広報活動に力を入れることに資すること
ができた。

２-(3)

２-(2)

安全で安心な学校づく
り

希望の進路実現

経営計画番号 重点目標

3-(1)
全国高等学校長協会　第７６回総会・研究協議会
　全国の動向を知ることをとおし、本校の教育活動に資する取組みを行
うことができた

令和６年度校長マネジメント経費　年間予算執行状況及び実施報告書

年間執行額合計 ¥983,776

主な依頼内容（物品名・支出目的等）

作成年月日 令和7年3月27日

府立阪南高等学校　

人権講演（同和問題・障がい者理解・性教育）・府立人権資料代　等
　生徒にさまざまな講演を実施することができ、多くの学びが得られ
た。教員においてもいっしょに講演を聞くことができたり、府立人権に
参加したりできた
スタディマラソン謝礼
　約80名の生徒が本校卒業生の力を借りて、耐久勉強会に参加でき
た。卒業生からのメッセージはダイレクトに響き、生徒たちの学ぶ意欲
が喚起できた

ICT機器（iPadや周辺アクセサリなど）・家庭科近畿研究会
　教員にICT機器がいきわたり活用が増加したため、生徒の１人１台端
末の活用や授業におけるICTを用いた「主体的・対話的で深い学び」の
実現につながった

屋外テント・トランシーバ用アクセサリ
　地域に開いた文化祭や各種取組みで活用でき、地域との連携が進んだ

　　　校長　稲田　淳子　

予算配予算配当によって


